
{器丹

街
を
楽
し
く
演
出
し
、
市
民
に
憩

い
を
与
}
え
、
貿
い
物
公
園
闘
と
し
て

の
特
徴
を
作
り
ま
す
。

東
海
道
本
通
り
は
、
東
海
道
五

十
三
次
を
イ
メ
ー
ジ
に
し
て
、
ア

I
ケ
!
ド
や
街
路
灯
な
ど
の
ほ

か
、
い
ろ
い
ろ
な
街
巣
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

表
海
道
本
通
り
の
東
商
の
人
口

に
は
、
現
代
の
ト
i
テ
ム
ポ
i
ル

と
い
っ
た
よ
う
な
高
さ
十
五
日
制
、

直
径
八
十
今
の
円
筒
の
一
位
に
、
時

計
や
情
報
板
が
つ
い
た
ゲ
ー
ト
が

設
寵
さ
れ
ま
す
。

し
ゃ
れ
た
電
話
ボ
y
ク
ス
、
ベ

ン
チ
、
灰
思
付
き
の
く
ず
入
れ
、

水
飲
み
場
な
ど
の
外
に
、
植
え
込

み
の
あ
る
ス
ク
エ
ア
ベ
ン
チ
、
景

紅
谷
パ
i
ル
ロ
ー
ド
は
、
平
塚
行
禁
止
は
行
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
め
の
、
一
二

f
一
一
台
分
の
停
車
ソ
l

観
に
あ
っ
た
街
路
灯
、
フ
ラ
ワ
ー

市
中
、
毎
ま
ち
つ
く
り
計
調
子
で
、
安
全
性
事
え
車
道
と
十
五
ン
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
ポ
ッ
ト
が
設
憶
さ
れ
ま
す
。
ま

ン
ラ
イ
ズ
ひ
ら
つ
か
竺
の
第
一
日
ン
の
撃
だ
を
設
け
た
歩
道
に
し
ま
車
書
部
分
は
、
非
常
に
長
持
ち
た
、
四
季
の
特
徴
を
出
す
た
め

弾
と
し
て
、
昨
守
十
二
月
オ
!
ブ
す
。
車
道
部
分
は
一
率
線
か
ら
一
す
る
カ
ラ
1
半
部
舗
装
に
な
り
ま
に
、
市
の
推
奨
木
の
な
か
か
ら
七

ン
し
、
自
治
に
散
策
で
き
る
明
る
車
線
に
し
、
中
心
街
を
通
り
抜
け
す
が
、
缶
]
杉
に
つ
い
て
は
、
試
験
十
一
本
の
街
路
樹
を
槌
栽
し
ま

い
賢
い
物
公
園
拙
と
し
て
、
み
な
さ
る
車
を
抑
制
す
る
意
味
も
あ
り
、
舗
装
し
て
か
ら
一
検
討
し
、
決
定
し
す
。

ん
に
殺
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

い

よ

い

よ

第

二

弾

、

東

海

道

本

ま

す

。

歩

道

、

紅

谷

パ

ー

ル

ロ

!

ド

平

塚

ら

し

い

を

通
り
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
化
た
だ
し
、
銀
座
通
り
の
バ
ス
停
高
じ
、
明
る
い
何
重
(
せ
浩
二
ユ
メ
ン
ト
を

す
る
工
事
が
、
七
夕
ま
つ
り
の
終
盤
所
に
は
、
一
度
に
二
台
の
パ
ス
し
つ
)
タ
イ
ル
や
人
ヱ
ミ
カ
ゲ
Z

了
後
始
め
ら
れ
ま
す
。
が
停
車
で
き
る
よ
う
、
隠
二
・
五
を
張
り
ま
す
。
ま
た
、
歩
道
の
帥
聞
東
海
道
本
通
り
の
中
央
に
は
、

工
事
の
線
工
主
体
は
、
平
塚
市

M

川
長
さ
四
十
七
れ
と
四
十
一
命
一
日
川
面
に
は
、
牛
飼
い
、
ヘ
ラ
ク
レ
平
塚
を
象
徴
す
る
よ
う
な
、
ま

と
新
栄
会
、
エ
ピ
ス
会
、
銀
座
の
バ
ス
停
出
国
車
ソ
!
ン
が
設
麗
さ
ス
、
こ
と
座
、
白
鳥
、
ア
ン
ド
ロ
た
、
七
夕
ま
つ
り
の
シ
ン
ボ
ル
に

会
、
の
れ
ん
ム
官
、
み
ど
り
会
の
百
れ
ま
す
。
メ
ダ
な
ど
の
七
夕
に
ち
な
ん
だ
重
な
る
よ
う
な
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

十
五
底
舗
の
み
な
さ
ん
で
す
。
一
般
車
両
に
は
、
仕
入
総
長
V

康
の
絵
タ
イ
ル
を
凝
り
ま
す
。
設
蜜
す
吾
ア
定
で
す
。
現
在
、
商

買

い

物

し

た

前

物

を

搬

出

す

る

た

活

会

の

専

門

委

員

会

が

協

議

中

議
選
は
…
頭
線

歩

道

を

拡

げ

る

警

警

官

と

J
i《
J
iト
す

。

市

民

の

み

な

主

ん

を

か

ア

ツ
。
と
い
わ
せ
る
よ
う
な
、
象
徴

東
海
道
一
本
海
百
一
の
シ
ヨ
ツ
ピ
ン
ア
ー
ケ
ー
ド
は
、
自
然
の
光
を
面
部
分
に
は
竹
や
丸
太
を
入
れ
る
的
な
も
の
が
で
き
あ
が
る
こ
と
で

グ
モ
ー
ル
獲
犠
工
事
は
、
東
海
道
取
り
入
れ
る
た
め
、
紅
谷
パ
ー
ル
ま
す
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
し
ょ
う
。

本
通
り
品
師
、
即
位
前
大
通
り
線
、
南
口
l
ド
と
悶
じ
よ
う
に
、
ポ
リ
カ
す
は
、
日
常
使
わ
な
い
た
め
、
七

重
量
で
、
全
延
長
約
五
百
九

i
ボ
ネ
!
ト
板
(
透
明
の
樹
脂
タ
の
化
粧
ぶ
た
が
は
め
ら
れ
ま
七
夕
終
プ
後

十

二

号

す

。

絞

)

を

使

い

、

透

翼

の

あ

る

現

す

。

工

事

記

着

手

続
存
の
東
海
道
本
通
り
は
、
道
る
い
個
性
的
な
ア
ー
ケ
ー
ド
を
設
た
だ
し
、
ア
I
ケ
i
ド
が
車
両
く

路
橋
員
が
一
一
十
二

M
あ
り
、
車
道
護
し
ま
す
。
屋
根
は
品
目
の
東
海
道
な
る
た
め
、
来
年
か
ら
の
七
夕
ま
総
事
業
費
は
、
約
十
四
億
六
千

が
片
側
一
一
車
線
と
歩
道
が
あ
り
ま
瓦
十
一
一
一
次
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
入
つ
り
の
竹
飾
り
は
、
飾
り
方
が
少
九
百
万
円
で
、
市
と
爆
と
世
間
広
街

す
。
こ
の
、
車
道
蔀
分
を
一
車
線
れ
、
木
紐
を
表
わ
し
た
」
一
一
角
の
屋
し
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
今
年
の
七
が
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
の
も
と
に
、

に
し
、
歩
道
部
分
を
南
側
七
・
二
授
と
な
り
ま
す
Q

タ
ま
つ
り
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
高
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

五
れ
に
広
げ
て
人
と
車
の
調
和
を
天
井
の
高
さ
は
、
底
舗
の
一
一
糖
庖
会
を
中
心
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
工
事
は
、
今
年
の
七
夕
ま
つ
り

は
か
り
、
繁
い
物
が
ゆ
っ
た
り
で
部
分
が
庖
と
し
て
、
い
っ
そ
う
活
に
な
り
ま
す
。
(
七
月
四
日

1
八
日
)
が
終
わ
り

き
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
整
用
で
き
る
よ
う
五
令
官
且

μに
計

臨

し

だ

い

、

す

ぐ

取

り

か

か

り

ま

織

し

ま

す

。

さ

れ

て

い

ま

す

。

す

。

ま

ず

、

既

存

の

ア

ー

ケ

ー

ド

東

海

草

本

通

り

は

、

パ

ス

が

一

も

ち

ろ

ん

、

ア

ー

ケ

ー

ド

に

は

の

撤

去

が

行

わ

れ

、

車

道

、

歩

道

臼

と

下

お

よ

そ

子

一

一

更

口

も

走

つ

七

夕

ま

つ

り

の

竹

飾

り

が

取

り

付

の

ヱ

事

が

進

め

ら

れ

ま

す

。

護

て
い
る
と
と
も
あ
り
、
車
売
の
通
げ
ら
れ
る
よ
う
、
フ
ッ
ク
と
、
路
は
、
来
年
一
一
一
月
の
予
定
で
す
。

人口 230，323人

設事事 73，3宮2世帯

(61年 4月 1日現在〉

平
塗
宿
業
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
東
海
道
本
通
り
は
今
年
の
七
夕
ま
つ
り

終
了
後
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
整
備
事
業
の
た
め
、
い
よ
い
よ
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま

す
。
来
春
に
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
。
糞
い
物
公
薗
。
と
し
て
、
ま
た
、
若
者
の
街
と
し

て
、
新
し
い
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

衝
の
美
競
亭
撃
一
え
る
街
呉
は
、

ら
れ
た
美
坂
さ
ん
は
、
背
泳
。
好

き
だ
っ
た
し
、
冬
で
も
泳
げ
る
か

ら
と
伊
藤
さ
ん
。
お
姉
さ
ん
と
一

緒
に
始
め
た
佐
繕
さ
ん
は
、
共
に

自
由
型
。
軽
い
気
持
ち
で
と
五
味

さ
ん
は
、
個
人
メ
ト
レ
i
が
得
意

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
始
め
た
動
機

は
異
な
り
ま
す
が
、
翠
去
の
実
績

は
、
県
大
会
や
関
東
大
会
等
で
優

勝
、
入
会
経
験
を
持
ち
、
将
来

は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
間
体
出
場

を
目
指
し
て
い
る
と
謙
設
で
す
。

富
問
問
良
治
コ
ー
チ
の
指
導
の
下

に
、
木
曜
を
徐
き
、
毎
日
六

1
七

千
メ
ー
ト
ル
者
自
擦
に
、
二
持
間

以
上
泳
ぎ
、
最
低
二
寸
分
の
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
白
諜
で
す
。
厳

ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
一
開
催
し
い
響
を
こ
な
し
て
い
る
か
た

さ
れ
た
「
第
八
回
全
回
ジ
ュ
ニ
ア
わ
ら
、
ロ
ソ
ク
の
好
き
な
佐
藤
さ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
春
季
大
会
)
に
お
ん
は
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を
愛
用
し
、

い
て
、
神
奈
中
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
学
校
に
ブ
ー
ル
の
な
い
美
坂
さ
ん

l
ル
生
の
、
美
坂
ゆ
き
(
大
慶
一
品
を
徐
い
て
、
他
の
三
人
は
、
高
校

一
短
)
、
伊
藤
か
お
る
(
大
磯
高
の
水
泳
部
で
も
活
躍
し
て
い
ま

一
年
)
、
佐
藤
由
里
子
(
柏
洋
一
一
品
す
。
文
字
ど
お
り
、
水
泳
に
明
け

一
年
)
、
五
味
雅
子
(
茅
ヶ
崎
北
暮
れ
る
毎
日
で
、
水
泳
が
特
技
で

陵
高
一
年
)
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
、
あ
り
理
肱
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

女
子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
に
出
ス
ク
ー
ル
の
一
目
的
で
あ
る
「
社

場
し
て
、
問
分
十
秒
八
七
で
、
一
一
一
会
体
育
の
疋
し
い
理
解
と
関
心
を

位
に
入
役
し
ま
し
た
。
一
一
年
前
の
深
め
、
併
せ
て
心
身
共
に
健
全
な

同
大
会
で
は
、
河
メ
ン
バ
ー
で
七
発
達
を
助
成
す
る
」
と
い
う
方
針

位
、
そ
し
て
、
今
春
の
快
挙
に
つ
遇
。
、
水
泳
が
車
問
春
で
あ
り
、

な
が
っ
た
の
で
、
感
慨
は
ひ
と
し
初
々
し
い
女
子
高
生
そ
の
も
の

お
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
で
、
、
官
身
共
に
健
康
な
印
象
を
受

水
泳
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
け
ま
し
た
。
空
晶
栗
と
の
両
立
で
大

四
人
共
小
学
生
の
持
。
殺
に
勧
め
変
で
し
ょ
う
が
、
頑
猿
っ
て
ね
f
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新
し
い
ご
み
の
分
別
税
集
は
、

四
月
か
ら
各
地
区
で
段
階
的
に
実

施
し
て
い
る
。
四
月
は
、
花
水
、

な
で
し
こ
、
富
士
見
、
南
原
の
四

地
区
支
世
界
施
さ
れ
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
五
月
は
、
中
原
、
松
が
丘
、

真
土
、
矧
之
宮
地
区
が
実
施
さ

れ
、
宮
発
地
区
が
拡
大
さ
れ
た
1

こ
れ
か
ら
の
予
定
は
、
七
月
に

港
、
掛
常
務
、
松
岡
師
、
八
幡
、
路
地

区
で
、
残
り
の
地
聞
協
が
1
7同
月
実
施

と
な
る
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、

出

戸

治

会

ご

と

に

説

明

会

を

開

く

。

な

お

、

指

導

員

に

な

ら

れ

た

方

現

在

七

月

実

施

の

港

、

崇

善

、

松

一

は

、

ご

み

を

出

す

人

か

ら

ご

み

を

原

、

八

婚

、

畑

地

区

丈

説

明

会

を

一

受

け

取

ら

ず

、

ご

み

を

丹

開

削

す

る

開
い
て
い
る
が
、
皆
さ
ん
も
必
3
9
一
出
時
時
間
に
合
わ
せ
て
、
役
員
の
管
一
指
導
を
し
て
い
た
た
き
た
い
。
ご

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
「
な
ぜ
分
一
さ
ん
に
早
朝
の
立
合
い
指
導
を
お
一
み
を
出
す
入
は
、
各
牢
世
間
躍
に
配
布
一

刻
が
必
要
な
の
か
」
、
「
新
し
い
ご
一
瀬
い
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
間
は
、
一
さ
れ
た
「
新
し
い
分
別
の
仕
方
一
一

み
の
分
別
の
仕
方
」
は
ど
う
す
る
一
ど
な
た
も
忙
し
い
時
期
だ
が
、
ご
一
の
ポ
ス
タ
ー
に
従
い
、
分
別
し
て
一

の
か
、
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
…
み
の
一
番
多
い
排
出
待
問
な
の
一
ほ
し
い
。
一

た
い
。
一
で
、
指
導
員
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
一
立
申
均
五
口
い
指
導
期
間
は
、
こ
か
一

す
で
に
実
施
し
て
い
る
地
返
で
一
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。
一
月
間
を
予
定
し
て
い
る
。
一

も
、
要
請
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
説
明
一

B

一

会

議

か

せ

て

い

た

だ

く

。

喜

一

ご

み

が

減

ワ

ま

し

花

一

会

単

位

で

も

、

隣

り

霊

位

で

も

一

一

市

議

会

臨

時

点

荻

野

十

七

亘

書

の

一

ニ

十

五

万

円

か

ら

コ

一

十

七

一

義

宣

言

か

ら

、

収

入

子

供

会

喜

で

も

、

ど

ん

な

喜

一

分

別

収

集

の

効

果

現

れ

る

一

に

開

催

さ

れ

、

ま

議

案

上

程

さ

れ

一

万

円

に

引

き

上

げ

た

。

一

筆

、

対

象

住

宅

軍

基

を

で

も

よ

い

。

雪

ん

に

一

日

で

も

一

一

た

が

、

審

議

の

結

果

、

次

の

と

お

一

一

記

載

し

た

量

の

し

お

り

」

を

号

、

新

し

い

ご

み

の

分

別

基

一

新

し

い

五

分

室

長

一

主

γ
六トン

2
1り
す

べ

て

可

決

さ

れ

九

一

お

わ

び

一

罪

す

る

。

義

で

の

ー

を
理
解
し
て
い
ぺ
だ
く
た
め
尺
一
警
れ
た
富
士
見
、
菜
、
な
で
六
ト
ン
に
減
少
す
る
こ
と
に
一
〔
慰
霊
葬
襲
豊
富
つ
一
四
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
平
一
せ
は
重
い
や
す
い
空
襲

ぜ

ひ

、

議

室

。

一

し

こ

震

の

収

集

号

、

昨

年

四

喜

一

万

百

四

十

ト

ン

の

ご

一

い

て

〕

一

塚

主

霊

爾

条

例

の

一

部

率

一

お

出

掛

け

い

た

だ

芝

い

。

な
爽
乱
雑
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
一
月
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
単
純
に
計
一
税
務
担
当
参
事
の
人
事
異
動
主
主
早
で
、
富
使
用
料
を
一
司
一
一
マ
募
集
の
し
お
り
寄
場
所

や

不

法

投

棄

な

ど

、

一

部

の

人

の

一

燃

え

る

ご

み

は

、

蓄

六

十

七

十

五

万

門

(

寿

一

一

十

六

万

円

二

重

言

葉

諌

言

4
階
)

モ

ラ

ル

低

下

に

よ

り

、

皆

さ

ん

が

一

ト

ン

が

七

吉

五

十

ト

ン

に

減

少

し

、

燃

占

台

f
i
s
t
h
-
-
1
+
i
h
i
s
tき
1
4
1

思

っ

て

い

る

こ

と

に

も

、

す

ぐ

対

一

え

な

い

と

急

百

九

十

一

ト

ン

が

パ

イ

ロ

ッ

ト

万

年

筆

塚

工

場

多

く

賎

…

相

さ

れ

て

い

る

。

震

の

応
す
る
。
芝
、
ご
意
見
や
喜
一
五
十
一

J
と

大

幅

誌

で

た

。

内

に

あ

る

「

パ

イ

ロ

ッ

ト

筆

記

呉

皆

さ

ん

も

ぜ

ひ

ご

見

言

。

が

あ

る

場

合

員

お

気

軽

に

声

を

一

(

燃

え

な

い

ご

み

は

、

実

潟

地

区

資

料

慢

が

、

四

月

十

九

日

か

ら

マ

場

誘

平

塚

市

箇

八

幡

一

密

筒

か

せ

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

で

は

燃

せ

な

い

ご

み

と

ブ

ラ

ご

み

一

般

公

開

さ

れ

て

い

る

。

!

一

一

一

パ

イ

ロ

グ

ト

万

年

筆

学

塚

・

環

境

部

環

境

衛

生

業

務

課

一

と

表

明

剖

し

て

い

る

)

こ

の

筆

記

回

目

資

料

館

は

、

パ

イ

エ

場

内

(

平

塚

球

場

東

側

)

内線五一一一
O
(戸
一

み

な

し

)

一

こ

の

よ

う

に

、

市

が

収

集

し

て

ロ

ッ

ト

万

年

筆

の

創

立

五

十

周

年

守

一

関

鯨

待

問

午

前

自

持

ぬ

分

か

一

い

る

と

み

は

、

実

施

地

区

の

一

か

記

4
7拳
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
設
ら
午
後
4
持
ま
で

指

導

員

さ

ん

一

員

で

、

百

五

十

七

ト

ン

も

減

少

し

立

さ

れ

た

も

の

。

館

内

に

は

、

今

喜

警

毎

週

月

穂

留

お

願

い

し

ま

す

一

て

い

る

。

こ

れ

は

、

一

六

が

き

か

ら

四

千

年

主

園

長

わ

れ

た

、

差

異

団

体

で

の

自

室

、

事

一

み

が

減

霊

化

さ

れ

て

い

る

こ

と

に

文

字

を

書

く

た

め

の

粘

土

板

か

ら

前

に

資

料

鋭

(

糧

話

出

品

l
一一

O

分

別

実

施

地

復

は

、

戦

七

時

か

一

な

り

、

全

市

に

あ

て

は

め

て

み

る

現

在

役

筆

記

具

に

軍

一

る

ま

で

の

、

O)
へ
ご
遂
絡
を
。

ら

八

時

吋

一

一

一

十

分

ま

で

の

ご

み

の

排

一

と

、

昭

和

六

十

年

度

総

収

集

量

六

大

変

珍

し

い

貴

重

な

資

料

が

、

数

」盛鯵

指導員の指示にしたがって

分別収集の時期

臨

時

市

会

が

開

か

れ

る

市
開
問
相
談
室
町

ω
i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
一
一

。
人
権
法
捧
相
談
『
5
月
四
日
{
月
)
、

6
月
3
日
(
火
)

。
符
政
鷲
情
相
談
戸
日
時
3
日時

。
一
輯
法
樟
相
談

5
月
回
日
(
木
)
、

5
月
幻
自
(
火
)

6
月
5
日(木)、

6
月
四
日
(
火
)

予
約
制
{
電
話
闘
で
も
可
)
、
日
時
S
M
時

。
一
愛
総
、
世
耗
潤
盟
議
談

6
月
日
日
(
金
)
、
日
時
3
M
時

。
住
宅
楊
談

5
月
四
日
(
火
)
、
日
時
t
M四時

。
一
融
市
民
穏
談
種
目
(
え
た
し
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
日

瞳
・
祝
日
は
除
く
)

O
措
置
生
活
相
談

5
月
日
日
{
金
)
、
四
日
(
金
)
、
6
月
6
日(金)、

日
時
1
日時

。
下
一
務
取
引
相
談

5
月
日
自
(
木
)
、
日
時
泊
分
1
日
時

。
定
部
年
金
輯
談

6
丹
羽
臼
(
木
)
、
四
時
jtJ
日
時

。
発
明
堵
軍
特
許
輔
談

6
月
9
日
(
月
)
叩
時
3
日
時

お気軽に」
轡
少
年
栂
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
ー
二
階
)
日刊
1
七
一
一
一
一
一

月F
、
金
曜
日
9
時
js同
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
悩
み
ご
と
は
θ

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
e

お

i
七
八
一
一
一

O

月
1
土
曜
日
9
時
y
四
時
却
分

嬢

級

会

館

お

i
二一一一一一一一一一

ハyhv
恕
ご
と
輔
絞
笛
趨
汗
曜
日
、
日
時
3
日時

。
一
母
手
相
談
毎
週
月
3
金
曜
段
、

9
時
3
日
時
却
分

。
家
庭
児
童
相
続
毎
週
間
円
i
金曜日、

9
時
3
四
時

。
高
齢
者
職
難
措
銭
嬉
週
月
3
金
噛
目
、

9
時
間
分
5
日
時

土
曜
日
は
四
時
ま
で

O
描
人
相
綴
毎
月
第
3
木
曜
日
、
四
時
3
日
時



費寵4守 8警警

a話疋も蕎春の患い出jこ

第
一
一
一
十
六
回
平
塚
七
夕
ま
つ

り
に
禁
を
添
え
る
「
ミ
ス
七

夕
」
の
募
集
を
し
て
い
る
。
該

当
す
る
方
、
ま
た
、
ご
近
訴
に

お
嬢
さ
ん
が
お
ら
れ
た
ら
、
ぜ

ひ
、
ご
推
薦
を
b

マ
選
出
ミ
ス
七
夕
3
人
、
七

夕
の
墨
4
人

マ
応
募
資
格
市
漏
奈
川
県
内

に
在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
日

本
国
籍
を
有
す
る
未
婚
女
性
。

②
満
山
四
歳
か
ら
お
歳
ま
で
(
h
m

年
7
月
7
回
現
在
)
。
た
だ
し

高
校
生
ま
た
は
以
前
に
ミ
ス
七

夕
、
七
夕
の
患
に
選
出
さ
れ
た

方
は
除
く
。

マ
募
集
期
限

6
月
4
臼
ま
で

マ
申
し
込
み
市
絞
の
履
歴
書

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

第5次帝政モニター 敬称略

5二玉工二二王二王一
相原マサ1富士見町 1.-...-26
今井露子1諏訪町13--49
菊地原畳華子1平埠二了呂 7-2
久保田新蔵j 平嘩一丁呂田-14

柏木保原j 宮の前12--8 

古谷美代子一1立野町18--21

三富公輝]錦IHT2 -...... 1 

車埠リサ子|者松町13-......12

安藤連男 j八千代宿冗5--13

鈴木好子 i高浜台10--7
府 }II 大作!千石河岸10--4 

府川政治 i札場指J24--17
星野麗子 iタ輯ヶ丘14-
加藤喜代麗 i花水台21--16
金子勝二 i袖ヶ嵩12--43
清水和子 i黒部長29--20
田上かつ子!八重咲町12--25

山崎加代子 i輩平12--1 - 4 -603 
と原勝巳 i四之宮691
加藤三郎 i真土815---2 
下井明子 i西八幡三了毘 3--40 
軍国富子!東八幡二丁目 6-3

網野三郎 i四之宮519--4 
吉川信子 1東中原ニア毘20.........6 

笹島菊枝 1楠原二丁目11--31
高明孝代 j中車二了包括-10

原 喜 i御韓三丁目 3-6
控辺道徳 1東中原 T!314--29
加藤博司 l豊田d、嶺348
世苔京子 i盟国湾攻廊1，810
措野悦子|田村6.734~ 3 

話回光男 i横内3.186
摘出 豊 i大神2.805--2 
丸山槽拍 i構内2.170--6 
清田弥轟雄!大島378

早川靖子{域所1.310

鶴田和代 i岡崎2，844--3 
三浦直哉!ふじみ野-T宿泊-1

片揮紹駕!入野口

議窟米子 i豊田本郷2，331--18
柏木千枝子 1I有金自319

久保田三善 1真田271

開田散文ト広}!1285

柳川賀子十北金目1.674

!加川暁子 l梧延知3-3

栗栖貞官 1 高村203'-'13~307

填道裕文 i待括303
福島雄一 l縄 686
石黒英子 j土居4，895

布施箸英 Ilc吉沢1，504

職
業
(
勤
務
先
名
)
、
電
話
番

母
、
身
長
、
体
重
、
バ
ス
ト
、

ウ
エ
ス
ト
、
ヒ
ッ
プ
の
サ
イ
ズ

を
自
明
記
し
、
官
宝
具
(
カ
ラ
1
プ

リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
判
上
半
身
)

開
封
の
う
え
、
次
に
申
し
込

む
0・一

Tm平
塚
市
浅
間
同
町
9
番
1

号
平
塚
市
役
所
内
七
夕
ま
つ

り
実
行
委
員
会
事
務
局

マ
審
査

6
R訪
日
(
臼
)
午

前
四
時
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
で

行
う
マ
賞
ミ
ス
七
夕
・
・
十
万
円
と

観
賞
(
海
外
旅
行
費
等
)
、
七

夕
の
謹
一
i
五
万
河
と
副
賞
(
菌

内
旅
行
費
等
)

関
服
装
は
洋
服
。
だ
た
し
ス
ラ

ッ
ク
ス
、
マ
キ
シ
は
除
く
。

観光パスで、市内の施設などを案内します

(参加無料)
。応轟賓格。市内の各種閉体〈自治会、趣味の会、老人

会など〉で、原則として45人から50人くらい書加でき

ること。ただし、少人数の盟体でも、地の間体と合同

というかたちで妻加できます。初参加の団体を慣先し

ます。 5由実施する予定です。

。翼施期間 6月中旬~来年3月中旬

o申し込，;;，. 官製ハガキに、在理体名、代表者の氏名・住
所・電話番号、書加予定人員、実施希望日{例 9月

中旬ごろ〉そ記入のうえ、お申し込みください。 5月

24日〈土)の消印まで有効。多数むときは抽選。

。申し込み先 〒254 平調市桟間町9-1

平理市控所広報課施設見学部 〈内縄315)

穏
当
主
幹
)

・
総
務
部
資
産
税
課
課
長
代
理
・

(
家
震
担
当
)
武
井
亮
涜
(
資

産
税
謀
隷
長
補
佐
)

一
日
・
経
済
部
農
産
務
課
長
代
理
(
農
・

政
管
理
担
当
)
清
水
功
(
道
路
指

盆
史
管
理
課
課
長
補
佼
)

め
わ
・
経
済
部
商
工
課
課
長
代
理
(
工
・

河
川
主
業
担
当
)
根
岸
理
裕
(
事
業
課

民

代

課

長

補

佐

)

捕

劉
・
市
民
部
地
域
づ
く
り
諜
主
幹
し

り
れ
(
市
民
生
活
援
当
)
神
智
修
一

(
荷
工
課
工
業
担
当
主
幹
)

は
、
・
市
民
部
市
民
福
間
主
幹
(
窓
口
鐙
・

か
、
当
)
米
倉
一
(
用
度
謀
車
両

時

す

管

理

穏

当

主

幹

)

輯

・
福
祉
部
児
意
謀
諌
長
代
理
(
保
・

世
間
担
当
)
堀
沢
明
親
(
市
民
謀

謀

長

補

佐

)

出

・
食
事
部
広
報
謀
課
長
代
理
鳥
・
環
境
部
環
境
衛
生
業
務
課
諜
長
し

海
弘
(
地
域
づ
く
り
課
長
補
佐
)
代
理
(
業
務
担
当
)
平
田
孝

ム
和
務
部
出
用
度
諜
主
幹
(
車
両
相
一
(
環
境
衛
生
管
理
謀
課
長
補
佐
)

当
)
大
貫
正
許
(
図
書
館
庶
務
・
建
設
調
整
部
開
発
指
導
課
長
山

人

事

発

令

5月188(認)

午前 9時 30分~午後 4時

雨天の場合は 5月25日(臼)

ところ文化公弱肉D52型SL周辺

対象市内在住の幼稚園・保育関児、小学生

持事するものえのぐ、クレヨン、画桜、穀物

減額用紙は写生会場で配布する

担当社会教育諜文化財保護部(内縄528)

2きと



轍
平
塚
市
の
市
民
休
養
の

拍
郷
、
静
悶
県
天
城
湯
ケ
島

酷
町
の
「
天
城
ふ
る
さ
と

平
広
場
」
と
「
ひ
ら
つ
か
天

私
城
山
荘
一
の
落
成
式
典

叫
が
、
四
月
二
十
三
日
に
行

宋
わ
れ
ま
し
た
。

功
同
広
場
に
は
、
山
荘
の

ら
ほ
か
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス

沿
コ
ー
ト
、
多
目
的
グ
ラ
ン

油
器
ド
、
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
な
ど
が

持
あ
り
ま
す
。

出!日1534;;持持iii
)jtiZFhi i単語持雲が言季 語 九

究会暴挙時 ド議事事溜

r;!j;j 愛

i!:i1iiiをしii iiii i 
ミ;!!iiiiiiiii1i

第
十
八
四
平
塚
市
子
ど
も
大
会
が
、

五

月

五

日

の

こ

ど

も

の

尽

を

前

後

し

て

一

第

治

国

平

塚

市

陸

上

競

技

選

手

一

年

生

か

ら

6
年
生
ま
で

咋
市
再
内
各
章
地
で
量
関
か
主
れ
ま

fし
た

宍

。

生

け

垣

苧

必

均
し
日
昨
昨

μVi刊
臼
リ
持
げ
目
Jれ
日

詰

吋

す

る

と

拙

祷

欝

鮒

祭

叩

助

聖

邸

望

込

金

血

:

一

τ校で品
開
か
J山
る

rりム今7
年

zは、
需1一寸v申
fし込
量
み

6
丹
品ω臼(去火冬)
 

阿
ん
、
お
草
母
さ
完
ん
、
友
量
達
警
雪
と
主
一
緒
君
の
子

Zと
市

で

Eは、持遥量箪蓮亘罫かな産住み宝よい
L一
日
山
日
作
品
び

~f
汗口品釘訴悶持日吋可

1行わ
一
戸
コ
戸J一
軒
臼
河
川
一
詩d詩一ぱ一司司司寸叫守一
1;
足暴課一

湾

も

大
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く>B緩 5J寺 31 箆(土)~6 月 1 昂

・多量合 午前 7時 30分見附台体育館前集

合

・熔藤午後 7時ごろ見向I台体育館前

く〉コース・ 5月紅白平塚 下関ー岩地

(パス)岩地岩地蹄…霊堂見温泉鳥帽

子山(後書) 宿泊守護見殺
'.. 1.......， 

・6月 1白雲晃湯来波酬時伊浜縫い・':;'':_'

!i')伊浜ー鴎海岸一一平塚(ノミス-一

。募集人箆 40人、費用 1人 15.000P3 

く>申し込み 5 Fl16臼から市体育課(霊童話
31-3060) で受付。先着順。

5月1臼〈民〉

午書守呂時から

当臼i正午前7袴iこ花火で予告の合図

をする。苦両のときは 6汚 86

清掃するところ

<>13宅付近の道路
。広場、公密等の公共場所

<>，平電車海岸

平塚市美化選動実施本部

とき

っか日告丹 22Eヨ〈
9時30分 -15時30分

。催し物

・子世太融、前蝿曜子、みこし、グランドコ

Jレフ、インヂィア力、綱引、カラオケ大金

ーボーJレ測定機 スヒードガンて、測定し、

認定誌をフレセント

・企年企女マラソン 小学校6年生男友を付

象。認定説捜与0

・体力テスト、瞳車椙毅コーナ

・ゲートポーJレ大金 1チーム 8名(監督し

選手6、補欠 2)。家族で事加与を

争申し込み マラソンとゲートボールに努力11

を希望する方は、 6n 3!~ (火)まてに体
育課 (31ー3060)へ

す台体曹舘
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第一一
推
進
し
て
行
く

• 5月訪日
・5月17日
• 5月23日
・5月24R(二土)13賢寺
• 6月 3日(火)13時大洋口ッテ
・6丹 4日《水)13時大#ロッテ
6 ;:j13日〈金)13時ノて洋ヤクjレト
・6月14日(日)13時点沖ヤクルト

く〉喜章者語大学ソーグ

• 5月31日(士)12時 1帝京六城西太
・6月]E](円)12日寺 j東海大 自体よ

。ブ悶野軍事公式戦

• 6 

第 4 8吾雪

淡問い合わせ 平塚球場電話33~ 1l66

み主よさんで劾iす会うための制度

掛金(年間)

鋼大人 500円

。老人等 300円

・小人 200内

市内の科金融機羽で随時受付て

いる。たどし、市役バl了会計課窓口

と郵便ぬはできない。

問い合わせ 行交通安全課(内緒2S4)
閤苔メ措?君の作品(大野中2年)

議E告に李寄できZます

く)J!荷台体予尊重重{電話31--3出 7)
・閥単誇童書書 卓球、バドミントン、パスケ

ット軟式庭球 (13時--16時〉、パレ (16時

--20時)
• 5月268(月)午撞 Z 時~8時

・ 112日(月)グ
6 幸16日{丹} ノノ



金自'Jい学校 6月 56 19日

※みずほ小学校 6月 5尽 19日

※万回貝塚市営住宅 6月 66 20臼

ふじみ野団地集会所 6月 7臼 紅白

梅宝寺 6月10日 24日

※豊田公民館 6月 10日 24臼

※泊村ちびっ子広場 6月 11臼 25日

域島公民館 6月 12日 26日

※岡崎公民館 6月 12日 26臼

※金問公民館 6月 13日 276 

※開設時間 13時30分~14時30分、※印は

15時~16時、ふじみ野は14時~15時・雨天の

ごときは、中ょと

第 4守8望号

地球がまるごと見えてきた/

茅ヶ崎常民学舎編

華野ふるさと探訪 ぎょうせい

二宮尊徳「語録Jr夜話J抄
佐々井典比古

〈写真集〉野良の歌が問える・平塚
市中央農協の二十年

半壊市中央農業協同組合

平嘩前史・資料編 古代・中投

平揮市

平理市統計書 60生存版 平嘩市

行政概要 60年版 平埠1市
相模}IIのホとくらし・よみがえる清

流のために 神奈川県
※この地域資料は、図書館 3階に構

えてある。ただし、貸し出しはしな

いので、ご了承を。

-
期
間

6
月
ロ
日
i
6河
口
日

布
袋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
中
央
公
民
館
巾
[
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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M
i一
一
一
一
一
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沼
早
塚
市
農
}

・
書
道

5
月
刊
臼
ま
で

a

工
芸

5
月
初
日
1
5同
月
刊

ω
臼

・
美
術
一

5
月
幻
自
1
6
R
1司

{
平
塚
竣
譲
渡
姦
牒
}

・
期
間

6
月
日
日
3
6月
一
同
日

合体韓日 毎遜月曜日

台曹世年書館

干254 j発問町12-41 轡重量32-7029

女自然観祭会

f大山田モミ林とブナ林J
・期日 6月 1日(日) 雨貰中止

・コース 大山ケーフル駅ーア社一山頂一日

向薬師〈捷害6時間、やや韓脚向き〉

・申レ込み 5河25日までに往捜はがきで。

多数のときは、抽せんで30入。

す体館沼 毎週月曜日、月末

食博鞠館

宇254 ~堅持軍町12-31電話回-5111

親子で楽しむゲームのつどい

・日時 5月四日(日) 13時30分~日時30分

・対象小学生以上の子供とその親当臼先

着 100人

会剣道教室

剣道の基礎から試合ができるまで。 2回目
から竹刀を持害する。

-日程 6月 7日-6月28日 蒔濁土曜日
・時間四時30分~21時

・対象青年 20人

ー申し込み電話か来館を

-日程 6月20臼(金) -6月紅白〈土)
・時間 9時日分-16時

・会場図書龍3階会議室

・対象市内在住、在勤、在学者 30人

・テキスト代 500円

笥持事ずるも白 昼賞、はさみ、筆記用具

・申し込み 6月四日(火)から、図書臨調

聴覚ライブラリ で受け付ける。

合図書書鎗利用券投

(本など〉を惜りるには、図書

Eである。登撮して利用#を受

けていただきたい。なお、後最横田方でも61

年度の確認を受けていない方は、利用券を持

書して手続きを。

会開鯖時間

・貸出室、参考室 9時-16時50分

・こども輩火~土曜El 13時-16時50分

日曜日 9時-16時;50分

世体露刻 毎週月曜日、月末

会こども映護軍会

Ql5丹18自{日) 10時、 14時 . 3暗ホール

日まくは負けなしリカラー315テ 文部省選

定作品

「走れほくの小さな友だち」力ラ-47分

Ql6月15隠 (8) 10時、 14時・ 3階ホール

「動物園日記」アニメ自分生きることの

素晴らしさを、楽しいアニメで描く。

す映画会

(Cdj5月25自(悶) 10時、 14時・ 3階ホール

fシーサの屋根の下でJカラー33分家
の麗揮にシーサ の穐が飾られている沖縄

県竹富島。過聴が進むこの島で、伝統を受

け継ぎ手作りの絹織物に取り組む家躍の物

語。(慢芳映画鑑賞金推嵩)

「山博春季え」力ラー32分蓋しい秩父由自

然や、火事り等の抵抗行事を描く。

合16ミリ映写機講習会

16"'"眼写棋の揖作技栴を惇揮していただき

16a，)フィルムそ活用していただこうと、講習

会を開く。なお、棲了者には、認定書が吏付

される。
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者

。

一

母

襲

宮

一

の

護

コ

ー

ス

と

し

一

・

5
月
官
補
原
公
民
館
(
講
一
マ
内
容
映
函
と
護
空
襲
病
一

割
引
問
問
時
間
世
間
一
マ
日
時

5
2日
王
午
後
一
て
重
重
量
く
。
一
部
夏
病
院
喜
外
科
医
締
)
一
と
は
片
糖
尿
病
女
暴
露
一
う
一
ぇ
、
必
ず
受
け
よ
う
。

筆

の

叩

却

問

問

回

目

一

1
待
初
分
1
4
時

一

マ

対

象

的

年

刊

月

1
臼
1
M
M
R
一・

5
月
初
日
南
原
公
民
館
(
講
一
ご
し
方
、
個
別
相
談
一

と

冊

~

~

~

~

~

二

一

一

一

一

薬

剤

の

販

売

を

冊
本
日
日
日
日
日
日
一
守
会
場
保
健
セ
ン
タ
ー
一
幻
臼
生
ま
れ
の
う
T
供
の
お
母
さ
ん
一
部
体
育
諌
体
首
捨
導
員
)
一
申
し
込
み
は
、
平
塚
保
健
所
一

一
一
川
引
畑
町
問
問
削
問
問
一
マ
内
容
映
画
「
生
命
創
造
」
、
一
マ
臼
時

6
R
U
B
(金
)
午
前
一
マ
挙
一
凡
て
い
る
が
ん
一
(
電
諮
問
Mlle-O
二一一
O
)
へ
。
一
ノ
ミ
、
ダ
一
一
、
蚊
γ

な
ど
の
衛
生

之
官
向
日
向
日
開
問
問
工
夫
習
「
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
一
語
1
日

誌

分

一

・

6
R
6
臼
保
健
セ
ン
タ
ー
一
鍵
康
チ
ェ
ッ
ク
一
室
の
活
動
織
と
な
つ
だ
予
防

Z

帳

3

白
白
白
兇
A9
《

9
h
9
一

れ

方

」

一

門

V

内

容

離

乳

食

の

進

め

方

一

(

講

師

叫

那

須

義

篤

区

御

)

一

一

は

、

各

談

窓

で

お

田

千

百

に

。

欄
時
計
m
1
1
1
7
仁
一
マ
申
し
込
み
電
話
で
議
セ
ン
一
マ
毒
保
健
セ
ン
タ
ー
喜
一
時
間
は
、
い
ず
れ
も
卒
後
1
時
一
平
襲
警
謀
、
健
康
づ
く
一
な
お
築
費
、
完
敗
売
協
力

瞳

持

R
4
盟
国

6

3
油
口
一
タ
1
(電
話
弘

O
一
三
一
)
へ
一

M
i
O一
一
一
一
一
)
一
犯
分
か
ら
3
時
ま
で
一
り
を
民
的
に
健
康
状
態
な
ど
の
チ
一
屈
を
通
じ
て
販
売
し
て
い
る
の
で

詰

酔

臨

時

間

四

明

暗

同

開

刊

一

一

な

お

、

保

健

セ

ン

タ

ー

で

は

、

一

一

エ

ツ

ク

と

指

導

を

行

っ

て

い

る

。

一

直

接

お

出

掛

け

を

。

販

売

警

は

瞳
醐
盟

7
・
・
【

-
a
-
一

小

児

マ

ヒ

生

ワ

一

毎

襲

警

の

午

前

中

、

童

相

一

ほ

け

老

人

介

護

一

マ

対

象

初

守

護

一

5
月
訪
日
か
ら
6
月
初
日
ま
で
。

一

ク

チ

ン

の

投

与

一

談

議

い

て

い

る

。

受

け

付

け

は

一

の

講

演

会

開

く

す

日

程

1
コ
ー
ス
2
5間
一
問
問
い
合
わ
せ
は
、
市
健
康
課

一

一

午

前

9
時
初
分
1
お

時

間

山

分

。

一

一

・

1
日
白
日
常
生
活
の
チ
エ
ツ
一
(
内
線
二
五
八
)
へ
。

一
事
実
施
し
た
小
児
マ
ヒ
生
ワ
一
鍵
濠
教
護
機
く
一
老
人
の
お
告
を
し
て
い
る
家
一
ク
と
撃
的
検
査
(
心
言
、
一
?
ク
の
い
ろ
い
ろ

一

ク

チ

ン

の

集

回

擾

与

を

、

何

ら

か

一

一

族

の

方

、

ま

7

老
人
の
介
護
に
一
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
糖
べ
貧
一
‘

1
/

五
理
由
で
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
一
マ
重
霊
議
す
る
主
に
一
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
講
演
一
血
、
血
圧
、
尿
検
査
奪
)
一
¥
い
ず

y

一
を
対
象
に
、
市
民
病
続
で
投
与
ψ

竺
・

5
月

幻

自

室

口

八

良

舘

(

講

一

会

や

涌

く

。

一

i
日
阿
国
体
力
機
定
(
踏
み
ム
口
一
時

dg鞠
鉱
一
回

一

言

。

一

的

佐

藤

春

雄

事

)

一

マ

日

待

5
月
初
日
(
月
)
午
後
一
昇
降
、
上
体
起
こ
し
、
媛
力
、
一
〆

4
選
定

一
マ
期
日

5
月
幻
自
(
水
)
、

5
一・

5
月
幻
臼
城
島
公
民
館
(
講
一

2
時
1
4持
一

黍

直

と

び

等

)

、

総

ム

口

指

導

一

d
g組処ミ

一
月
初

B
E

一
筋
川
井
保
田
建
前
)
一
マ
場
所
平
塚
保
健
所
講
堂
一
マ
料
金
三
千
五
百
円
一

m
(エ
ム
)
マ
ー
ク

一
・
慰
問
午
後
1
時
1
3持
一

-
5
月
刊
山
日
八
幡
公
民
館
(
講
一
マ
テ
ー
マ
ぼ
け
の
理
解
と
援
助
一
申
し
込
み
は
、
電
話
で
一
平
塚
保
一
こ
の
マ
ー
ク
は
、
(
財
)
生
活

一
マ
料
金
一
一
一
千
円
一
締
北
鼠
実
衛
炭
飾
)
一
マ
講
師
刷
川
崎
泰
病
院
杉
山
孝
一
健
所
(
位
。
一
一
一
一

O)
へ
。
一
用
品
綴
翼
セ
ン
タ
ー
が
、
品
質
基

一
:
i
[川
ド
リ
;
!
一
軒
配
配
ト
一
九
)
一
一
般
健
康
診
査
一
寸
当
時
宮
崎

一

長

実

業

一

嬬

吋

コ

例

議

を

一

へ

申

し

出

竜

一

市

で

は

、

空

歳

以

上

の

方

を

一

物

)

、

金

属

ハ

ウ

ス

ワ

ヱ

ア

l

一

一

一

一

マ

結

婚

mJ
年
昭
和
四
年
9
月
刊
四
一
対
象
に
、
無
料
の
一
般
健
康
診
査
一
(
金
属
性
食
卓
、
台
務
局
器
具
物

一
敬
老
の
尽
に
お
年
寄
り
を
お
祝
一
姻
履
が
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
事
一
日
か
ら
口
年
9
河
一
品
目
ま
で
に
結
一
を
実
施
し
て
い
る
。
一
等
)
に
品
質
推
奨
製
品
と
し
て
い

一
一
い
す
る
た
め
、
結
婚
五
十
年
お
よ
一
実
上
結
婚
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象
…
婚
し
、
結
婚
後
ぬ
年
に
達
す
る
夫
一
三
月
中
で
は
、
市
民
一
千
五
百
一
る
マ
ー
ク
。
修
題
、
交
換
等
の
ア

一

一

ぴ

六

十

年

品

設

え

る

ご

夫

婦

を

一

誠

一

と

な

る

。

一

掃

一

十

人

が

受

診

し

た

。

ま

た

受

け

て

一

フ

タ

1
サ
ー
ビ
ス
を
義
務
づ
け
て

一
一
変
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
月
の
敬
老
祝
賞
会
に
は
、
こ
一
マ
結
婚

ω年
大

正
M
H

年
9
月
日
一
い
な
い
方
は
、
主
治
区
と
相
談
の
一
い
る
。

一
対
象
は
、
九
月
十
五
日
ま
で
に
一
の
調
資
に
よ
り
心
夫
婦
を
招
待
し
一
日
か
ら
大
正
日
年
9
月
日
臼
ま
で

日
一
引
き
続
き
一
年
以
上
市
内
に
唐
伝
一
て
、
長
寿
を
祝
い
記
念
品
を
贈
一
に
結
婚
し
、
結
婚
後
前
年
に
達
す

一
し
、
住
民
基
杢
設
に
登
録
し
て
一
る
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く

一
あ
る
ご
夫
婦
で
あ
る
。
ま
た
、
婚
一
の
民
生
委
員
事
た
は
市
福
祉
総
務

主治医目許可を得てから害加を。

舗前期{妊掘 6か月まで白方)

• 6月 28、 9日
臨撞期(妊据8か月以時由方〉

• 6月16目、 23日
朝時間午撞 1時30分~4 時

盟会場部瞳センター (34-03日〉

輔申し込み 当日直撞金場へ。

覇母子瞳蹟手帳、筆記用具、スラッ

クス、さらし、載韓道具を持番。

ちゃん
合平嘩市袖ケ浜13-23 川崎にあ

る三進工業株式会社にお勤めの鈴

木幸治さん (31揖〉と豊美さん

は6誰)の長男。身長67cm~ 体重

7kg、60年10月27日生まれ。

おじいちゃんと姉の蛤思加ちゃ

ん(2親)とおふろへ入いるのが

楽しみの期也ちゃん。最近伺んで

も食べるよう3こなったので、金事

のときは;大変。ただ、パパが仕事

で忙しく、毎日パパの離が見れな

いのが、少し寂しい翻世ちゃん。

環盟般妾韓】対象は生撞 6 カ、月 ~24

か月未満の幼児。癌気IJとして開業医

病院で受ける。主治医とご相談を。

61年度は、第 Z期のみ接種。

誌と母子容量購手帳を持参する

・料金無料

E擁怒控委事童3対車は 2麗 (24か月〕

~4 議までの幼児。

盟第 1期(3回) 接撞間捕は 2田

3固とも 3i車問~8週間

融第 2期日回) 第 2期の 3田容

が終わってから 1掠以上 1年 8か

月以内に受ける。なるべく 4議ま

でに終了するように。

6丹羽田 横内公民館、旭北公民館

疑豊田公民館

6月26日 花ポ公民館、播社会館、

大野公民轄

6月27日 時i擢センタ一、減中央島
撞土沢支所

髄初回満3誰-7講までの幼児。
1週間の間関で 2illi受ける。

盤追加昨年初回を完了した幼児。

1田空ける。

醐 1困問

[5月}

・27日 中原公民賠、議長金印公民館

島 28日 金回公民館、※関崎公民館

。29日 神田公民館、※捕島公民賠

・3011 福祉会簡、 ※豊田公民舘

あ
る
の
で
、
ご
了
求
を
。
九
、
ス
テ
レ
オ

〈
〉
平
用
語
登
露
博
報
は
マ
語
っ
て
く
だ
さ
い

市
拍
子
所
地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
探
鋭
、

8
3
9
議
衣
頭
、

(
内
輝
一
一
回
凹
)
へ
氏
鎖
、
本
箱
、
応
接
セ
ッ
ト
、
ロ
ッ
ク

マ
輯
り
ま
す

U
1
日
提
男
子
主
額
、
ミ
シ
ン
、
冷
蔵
庫
、
力
一
フ
テ
レ
ビ
、

7
3
8
歳
男
子
衣
類
、
セ
ミ
ダ
フ
ル
ベ
電
子
レ
ン
ジ
、
時
握
器
、
プ
ロ
パ
ン
温

。
な
浸
ん
の
ご
協
力
で
、
問
い
合
わ
ツ
K

、
足
踏
み
ミ
シ
ン
、
食
墾
戸
棚
、
惜
か
L
器
、
エ
レ
ク
ト
ン
、
剣
道
任

せ
が
非
滑
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
ベ
ビ
!
タ
ン
ス
、
食
堂
い
す
、
編
機
、
具
(
中
学
生
川
)
、
フ
士
三
コ
ン
の
ム

み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
と
き

2
段
ベ
ッ
ド
、
ズ
ボ
ン
ブ
レ
ッ
サ
l
、
セ
ソ
ト
、
ベ
ピ
用
力
i
チ
ェ
ア
!
、

に
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
ス
テ
レ
オ
、
敷
き
ぶ
と
ん
・
掛
け
ぶ
と
蛸
人
間
白
転
車
、
ヘ
ピ
ラ
y
ク

。毎週月襲撃日~合曜日

(午議中)

。成人病相談

霊童話 34-0311

消費生活モニター30人による 4月の平均価格

5iね赤十字宇土重量増強運動月鶴
不十字は市民の幸せを綴って、各

議事業を行っている。その資金は、

すべてこのi畢動によるもの。

ただいま、協賛委員がみなさんの

家庭を回って、協力を呼びかけてい

る。ぜひ、ご1富力を。

自司当 福祉総務課(内練217)

く〉期罪豊 島月 5E! (木)~6 月初日(火)

。会主義務長プラザ



(8) 

要
約
輩
記
、
磁
気
ル
ー
プ
が
付
く
)

な
お
、
補
聴
器
、
難
聴
者
用
番
弱

等
、
世
利
な
機
器
を
展
一
rm
す
る
。

車
い
す
の
方
と
一
緒
に
、
富
士
山

へ
畳
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
受
山
日
程

8
月
1
日
(
金
)

1

8
R円
3
日
(
円
)

マ
連
絡
先
野
輔
の
会
(
者
語
む
阻

六
二
時
間
一
一
三
二
了
森
)

県
で
は
、
老
人
専
用
居
室
の
新
築

等
資
金
を
費
し
付
け
る
。

マ
貸
付
限
度
額
百
八
十
万
円
(
年

利
率
3
r
)

マ
対
象
満
剖
成
以
上
の
方
と
問
居

ま
た
は
悶
躍
し
よ
一
っ
と
す
る
万

マ
締
め
切
り

6
月
日
比
日
(
土
)

/ 

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
福
祉
総
務
課

老
人
福
祉
倖
(
内
線
一
一
九
)

マ
日
揮

6
月
1
日
か
ら
6
月
日
日

ま
で
の
8
日
間

-
平
日
午
後
6
時
3
9時

ロ
曜
日
午
削
9
時
i
午
後
5
時

守
会
場
平
塚
料
補
祉
会
館
ほ
か

マ
受
講
資
格
義
務
教
育
的
下
了
者

中
受
講
料
一
千
円
(
教
材
費
)

マ
締
め
切
り

5
月
却
日
(
火
)

マ
申
し
込
み
先
市
福
祉
総
培
一
課
庶

務
保
丙
綿
一
一
七
)

平
揮
菊
花
会
で
は
、
挿
し
芽
か
ら

巨
大
輪
に
咲
か
せ
る
た
め
の
菊
の
作

り
ち
講
習
会
を
開
く
。

な
お
、
先
省
出
人
に
菊
の
苗
を
無

慣
配
布
す
る
。
(
参
加
島
出
)

マ
期
日

5
H四
日
(
日
)
、

6
月

日
日
(
日
て

7
月
日
日
(
口
)

・
時
間
午
前
日
時
か
ら

hv
会
場
崇
持
公
民
館

棋
で
は
江
の
島
の
一
県
安
婦
人
総

合
セ
ン
タ
ー
見
学
会
苧
同
開
く
。

マ
日
時

6
月
訂
日
(
金
)
午
前
9

時
う
午
後
5
時

マ
対
象
市
内
在
住
者
先
着
目
人

旬
日
は
、
貸
切
パ
ス
で
行
く
。
申

し
込
み
は
、

6
月
初
日
(
金
)
ま
で

に
、
湘
南
地
凶
行
政
セ
ン
タ
ー
県
民

課
(
電
話
位
一
一
七
一
二
へ
。

V
日
時

6
月
間
日
(
火
)
午
後
2

寺
【
2
4
4寸

日

ー

ヨ

マ
会
場
手
塚
市
中
央
公
民
館

マ
テ
ー
マ
心
の
窓
が
開
か
れ
る
と

ぎ
社
会
的
不
適
応
児
と
共
に

E

講
師
小
児
禅
育
セ
ン
タ
2

所
長

佐
々
木
正
英
氏

問
い
合
わ
せ
は
、
県
立
教
育
セ
ン

タ
ー
(
電
話
。
四
六
六

!
m
i
O

八
五
内
線
一
二
三
)
へ
。

マ
日
程

6
月
訂
日

1
7月
田
目
、

9
R
5
日
t
m月
3
日
(
毎
週
金
曜

日
)
・
時
間
午
後
I
時
1
4時

中
会
場
東
海
大
学
医
学
部

マ
テ
!
マ
環
墳
と
瞳
躍

マ
テ
キ
ス
ト
代
一
千
円

マ
申
し
込
五

5
月
四
日
か
ら
受
け

付
け
る
。

6
月
日
日
ま
て
に
性
複
は

が
き
で
氏
名
、
住
所
、
竜
話
番
号
、
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茶
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県蚤Z物保謹センターでは 捨て犬、捨てね
ごによるのら犬、のらねこの増h口と、犬、ね
こによる危若手を防ぐため、今回も次白日樗で
いらFなくなった犬、ぬこ心巡回収容を行う。
当日、犬を出される方は「印鑑Jf犬の鑑札j
「注射前車Ji霊犬手帳」を持害のうえ会場へ
お出かけを。ねこは麻読かダンボーjレ箱に入
れていただきたい。

s}寺訂正ヨ (土)
8月14，ヨ (ニ士)

6汚 7S (二七)
9 ; 00 神田公民館 9 ゃ 00 松照公民鮪

9 : 25 大野公民館 9 : 20 調関公民館

9 50 鐙出公民館 9 : 40 花水公民館

10: 10 峨島公民館 10: 00 富士見公民館

10: 30 金日公民館 10: 30 中原公民間

10: 50 岡崎公民館 10: 55 組公民館

11 叩念日公民館日 15 沢公民館

0，ヨ穏 5月]71-J(士)10時~15時ダイクマ(平

塚しらさきライオンズクラブ)/5バ24H(土)10 
2寺~15時紅谷ハ-)レロード{平塚ライオンズク

ラブ)/6 月 9 日(月 )10時~15時駅南口農協ピ

nノ信号
く〉ご協力ありがとうごぢいましたは月)
パイロット万全手家:94木、日産サニ 湘南販売122
本、タイクマ(平塚なでしこライオンズクラブ)
159本、ワ口コ製{乍所23本、間島工業13本、モダン
プラスチック工業37本、明製作所29本、神奈川県
経諦連38本、東京電力田本、東海大学457本、駅北
口55本合計1110本
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